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半農半漁未整備畑作台地における就業構造と農地利用の変容
「海浜台地学j第E編第 I章第2節第2項:佐賀県呼子日JB集落事例分析一一
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and Fishing Village Where Uplands are not yet Improved 
Tsuneo KOBAYASHI 
Marine and Highland Bioscience Center， Saga University 
152-1 Shonan-cho， Karatsu， Saga 847-0021， Japan 
嬰約
佐賀県北西部の農漁村では，農業・漁業・非農漁業の就業構造は大きく変容し，設雑多様な在り方を
しており，従来の半農半漁という一元的把握ではその立体構造の全体像を現し得ない状況にある。農
業のオール兼業構造はっとに周知の事柄だが専業的性格が強いと言われてきた漁業も今日では農業同
様オール兼業化領向を示し，また農漁家の就業構造も「農業+漁業÷非農漁業Jといった一家多就業を
含んだ多様なものへと変容してきている漁村も少なくない。
一方，農業も狭院・未整備畑作池区においては，担い手の高齢化と相まって畑の耕作放棄が著しく，
畑地耕作放棄の最先端的現象を呈している。こうして本稿でも条件不利地域の一形態としての「海浜台
地Jの実態が浮き彫りにされる。
Summary 
The structure of the working of the members of the fishing and farming household at the五shig
and farming villages is now changing rapidly. In those villages not a little adult members of these 
households have each defferent three works. For example， the head of the household takes the fish-
ing and farming. His farther takes the farming. And his son takes other works. 
On the other hand many farmers are very old and not a few uplands are not being cultivated at 
the area situated in the handipapped regions. 
l 
上本稿の臣的
一一半農半漁の立体構造と未整備畑台地での
農業展開の実態把撮一一
半農半漁世帯の就業構造の多禄な実態に迫る努力
をした。
本稿の目的も打毎と台地J前号Vol.10 (註 1) 
同様， 2つある。
1つは，半農半漁の実態及び動態把握である。
前号Vol.lOでは半農半漁世帯を f農業も漁業も
行う」世帯としたが，その中の多くは更に非農漁
業の勤めを行う世帯員も少なくなく，半農半漁と
っても就業構造は多様化しており，i半農半漁J
世帯といった一元的把握だけでは就業構造の多様
な実態把握は困難であるという欠陥があった。そ
こで今屈は，構成世帝員レベルからの考察により
2つは，未整備畑台地の農業展開の実態把謹で
ある。前号Vol.lO(註 1)で取り上げた半農半
j魚、村では農業の積極的・前進的な農開が見られた。
そして，その基礎的な条件は農地整備と水利開発
にあった。つまり，農地整備がなされたことがl
つの大きな要因となって このような農業発展が
可能となったのである。しかし，このような農地
整備という条件整備に恵まれない地区も少なくな
い。では，このような未整備地区の実態はどうな
っているのかが次の課題となる。そこで，本稿は，
農地整備が行われていない地区での農業展開の実
2 小林恒夫
態を明らかにすることを目的とする。
(註 1)小林恒夫(1999)参照。
2.調査地震の概況一一一農業センサス概観一一
調査分析に先立ち，センサス集落カード(註1) 
によってB地区(集落)の農漁業の歴史的概観を
眺めてみる(表1)。これまでの動向とは異なる
以下のような特徴点が自に付く。
(1) 農家数の激減
1960~95年の35年間に農家数が82戸から23戸へ
と実に59戸 (72%)も減少した。
(2) 1種兼業農家主体から E種兼業農家主体への
急変
1960年は I種兼業農家が51戸 (62%)を占めて
いたが， 1975年にはE種兼業農家が66戸 (88%)
と急増し， 1995年にも20戸 (87%)とE種兼業農
家が支配的形態となっている。
(3) 農家集落から非農家集落への集落構造の転換
1970年には農家数は総戸数の80%を占め， 80年
でも68%を保持していたが， 90年には35%に縮小
し，非農家が大多数を市める集落へと転換した。
(4)イモ・ムギ農業から「花と零細飯米農業Jへの
縮小・変遷(全般的衰退)
1960年には44haの畑で、イモ19ha，ムギ33ha(稲
は6haのみ)主体の農業が行われていたが，その
後，熔の大半の36ha(81%)が減少(放棄・消滅)， 
田の3.7ha(65%)も減少(消滅)し，かつての
イモ・ムギ及び豆類・野菜類は消滅し，果樹は導
入されず，稲は4分の 1に縮小した。こうした農
業の全般的衰退の中で，最近唯一花井及び施設閤
芸面積(施設花井)のみ若干の増加が認められる。
(5) かつては出穣ぎ地帯
1970年には農家の3掛から出稼ぎ者が出ていた。
上記の諸点と総合すると，かつてはイモ・ムギ農
業と出稼ぎ主体の I撞兼業農家が農家の大半を占
めていたが，今日では I:1Eと零細稲作飯米JのE
種通勤兼業農家が農家のほとんどを占めるように
変化したと見られる。
(6) 耕作放棄地・不作付地の絶大さ
不作付畑が1970年に既に10ha(26% :註2)に
達し，また耕作放棄熔も1990年以降5ha (1990年:
33%， 95年:39% :註2)を超えるに至っている。
(7) 半農半漁世帯の減少
1970年当時26戸いた半農半漁(農漁業)世帯は
1995年には9戸に減ってきている。
(日1:1)これまで「海と台地Jで勾:lil，センサス集落カードを
寸!?してきたが，それは，iiü:?J~合j也の地形は複雑-多様であ
り，いわば多様な微地形の集合体となっているため，地日-
1'1 1=]， Tif 1'rl士見彼等の主E り jjが主主務こ、とにかなり ~l!~ なっており，
それぞ、れ呉なった多様な2業形態が形成されているが， uu喜
カードには，災はそのような各集務の多様な災業の夜り方の
特徴がかなり良く反映されているため，各'\Ui存の Jl~i*漁業の
特徴的な会1*1象を犯J隠するのに極めて有効だからである。
(註2)不作付地は経営TilHtl(ニ含まれるが，耕作放楽地はそれ
に含まれないため，不作HJili率z 不作付地mlHh-経営耕地mi
秘，耕作!快楽J也ネロ羽i作放楽地fififrt-;.-(経営$)IJ色町和十耕作
放~Uiliu立íT1D となる。
3. B集落の特徴
(1) 海浜台地の先端部に位置する典型的半農半漁村
B地区は，図 1に示すように，海浜台地の先端
部に位置し，海岸端に集落が形成され，前海で漁
業が営まれ，また後背地の畑台地で、農業が行われ
ている，半農半漁村である。
なお， 7J(田は近くになく，その多くは出イ乍によ
って隣町(鎮西町)内に求められている。
一方，世苦構成を見ると詳細は5房で後述のよ
うに，半農半漁世帯及び漁業世帯の数は激減し今
日では集落の中で少数派になってしまったが， B 
集落は単独で漁港と単位漁協をもち，また同時に
後背地の畑地等で農業も行うという空間的配置の
観点からみても，半農半漁村であるという基本的
性格を保持している。
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臨 1 B地区の地形的概況
(集落中央の東西断面図)
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表 1 B集落の農業と漁業の推移 (ljif立・}ヨ a，人，台)
1960 I 1970 I 1975 I 1980 I 1985 I 1990 I 1995 I 1999 
専業明子生政年約人1Iのいるむ約 1 13 1 10 1 5 ( 2) 1 4 ( 2) 1ー(一)1 4( 2) 1 2( 1) 1 
民家数 第 I滋受託業 1 51 1 19 1 4 1 7 6 5 1 1 
第 IH(~長業 I 18 I 48 I 66 I 55 I 43 I 23 1 20 
五|ミ民家数(総戸数) 1 1 19(96) 1 1 31(97) 1 1 60(92) 1 60(87) 
7]( EH 1 5681 5501 4281 3631 3031 2461 2001 210 
絞:を耕地図積 1 :1iI1 1 4，4461 3，9601 2，2811 2，2671 1，8121 1，1401 8401 672 
|樹|到j也 1 -1 201 161 51 10 1 201 -1 
保有LI林面積(うち人工林)註:ここのみha 1 81 4(ー )1 6(ー )1 2(-) 1 1(ー )1 1 (ー )1 l(一)I 
稿 1 5651 5001 3971 3161 2811 1621 1431 185 
麦類 1 3，3341 6721 781 51 -1 |ー ー
作物検類別
J[¥[t芸f[ji干fi
いも)j:! 1 1. 9161 3601 631 341 20イ 81 01 0 
不作付地mii'r[ |l lLJ」，ぷ:1|3」よ;;1|7J;1|lL川J，JぷO」;』|臼
耕作放'IIU臨 | 1 1 6~~1 ム訓1 1 5~ぷ;:;| 4ム;Lんω附バ8紛)Jl J 附
施設nm芸
民家数
r出叩a1鳴哨加!官悦加2批限t忠2数 ij  ft it i J l J J J  f l ; J JJ J1 J J1 1  J J J J J J JJ fI : 71J J J J J J J J !: lJJ J J J J![ J J J J J JJ J J J 
民家数 リ?T詰叩:f1干kk1ミ三日日(三三---三i示i云2haι記示i記示示正;7F子iJι:;子」j戸戸ゴ二二1:1|止l
;2る| ;:計ぞう切棚州Hω) l l Aふμいω惚倒2幻)1 6~い6伺側川6ω6) 1 6~ふん(ω陥6邸5J ;:ιL伽刷ω)1 6~1 ム)1 8~(84) 
;zi132;|Jfj;:;li;;;!;;:;|ょ;:jJ2家人口 ヲj L55 (うち65歳以|二) I;c 268 
従業従事者数
ヲj 128 
女; 142 
53 47 34 
59 45 31 
ti業就業人仁l ヲj 79 43( 9) 34( 9) 28(10) 18( 6) 22( 7) 1 ( 5) 
(うち65歳以、t.) 女 135 94(18) 82(19) 62(21) 45(15) 34( 7) 23( 7) 
法斡的Jl!~5主従事者数 ヲj n I;c 94 
36 32 24 12 20 1 
72 57 37 28 21 18 
)l!k~長 i、121従者 lJ3 34 26 19 11 ( 3) 14( 3) 8( 3) 
(うち65歳以 tJ 女 57 32 22 20( 5) 19( 2) 17( 4) 
iZ業専1走者カ宝いるiE家数 56 35 28 22 21 16 
出稼ぎ者数(うち女性) 24( 3) 47(13) 10( 1) 3(-) (-) (-) 
iヨ営兼業が漁業である l第I稔兼業 1 1 31 1 4¥ 2¥ 31 11 I ~'.' -~"_"::"" ~ I '1 -I -I I I 1
兼業j史家数 | 第豆検討〔業 231 171 161 181 91 91 J 
資料:1960il~ は U960年世界農林業センサス結果報告( 2 )決家澗査集溶~jiJU (佐賀県)，1999年は良家実態総資(悉皆)，それ以
外{土民業センサス集務カード， t23安U~l客別会覧表。
設:ーは該当，l!¥f，し，空間{土Jj'ii=l!!¥f，しないし三f'1列。
図は農業・漁業・その他の3種を交差させて描
いたものであるから，本来は 7類、型が形成される
わけだが， B集落では「漁業のみ」に該当する世
帯が存在しなかったため，実際は6類型の存在が
認められる。漁業での一本立ちの困難性を示唆し
ているように思われる。
i ↓+↓ i 
i Ji-E2i(引退ミ 50JOj j 
t サラリーマン (It，:i; ~ i -川i凶 It，mなど i 
L，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_十_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，_，J
t隊長i
8集落の全世帯の構成 (1999年)と移動開館
iltEJi!t 
漁業21戸
B集落の世帯類型開の重層的関係 (1999年)
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進みたい。
li毎と台地」前号で取り上げた呼子町K集落
では，非農漁家世帯の把擦を欠落させたため，今
屈はそれを行った。その結果は密 2のようになる。
すなわち， B集落の全世帯の類型は，漁業は行わ
ず農業を行う世帯(農業世帯と命名)，農業と漁
業を行う世帯(半農半漁世帯と命名)，農業は行
わず漁業を行う吐帯(漁業国:帯と命名)，及び農
業も漁業も行わない世帯(非農漁家と命名)の4
類型に分けられる。そして，これらの4類型は半
農半漁村に共通してみられる一般的な世帯類摺と
みることカぎできる。
しかし，鹿知のように，農家と言っても今日で
は専業農家は少数となり，また「半農半漁j世帯
も多様であり，文字通り純粋に農業と漁業だけを
行っている「半農半漁J世帯ばかりでなく，世帯
員の中には農漁業以外に就業する者も存在するた
め， I農家J，I半農半漁」という類型だけでは就
業構造の多様な実態を把握することは困難で、ある。
そこで，就業構造の複雑多様な全体像をさらに詳
しくみるために作成したものが図3である。
(2) 未整備焔台地
国のようにB地区には集落後背地に畑台地があ
り，そこにおいて1960年代までの食器不足時代に
は飯米補填的なイモ・ムギ農業が営まれてきた。
しかし，もとより B地区の畑面積は狭小で、あった
うえに，すでに1970年代からその不作付けや耕作
放棄が進んだ結果，各農家の経営畑作地面積は極
めて狭小なものとなり(表 1)，将来の畑地経営
への展望は基本的に失われていった。
その後，東松浦半島内で畑地帝総合整備事業が
本格化した1980年代には本地区でも畑の整備計画
が持ち上がったが，上記のような状況下では，
画実現の合意は得られず，誌面整備事業は行われ
なかった。
ただ東松浦半島一帯で実施された国営農業水利
事業による上場農業用水利用だけは行われている
点に注意されたい。そして，後述のように，この
新規用水を利用して現在9戸の農家が小菊等の花
丹栽培を行っていることが注目されるのである。
4.世帯類型
一一一半農半漁村における4類型の一般的存在
さて実態調査結果を表2，表3に示し，本論に
4 
半農半漁未獲f桁:J:lTI作台地における就業構造と農地利mの変容 5 
5.就業構造の変容
一一一半農半漁の減少と「オール兼業化J
農業世帯においても半農半漁世帯においても，
今日世苦員の就業構造は大きく変容してきている。
そこでその実態をみてみよう。
(1) 農業世帯の就業構造の変容
① 農業の展開状況
B集落の農業は， 1960年代まではムギ・イモ・
マメ主体の伝統的な自給的畑作農業が展開されて
いたが，1970年代には畑作物のいち早い輸入自由
化の下で畑作が壊滅したために，出稼ぎが増加し
たが，80年代以降は農外就業は出稼ぎから地元就
業に変わり，今呂出稼ぎは消滅したが，施設関芸
を始める数戸の農家の動向以外に見るべき農業展
開はなく，畑作の壊滅が即農業の廃止へと直結し，
農家数は1960年の82戸から1995年の23戸へと35年
間で72%もが離農した(前述)。まさに北海道的
な農家動向である。
B集落で畑作農業の展開が見られなかった要因
として，まず農地条件が狭[~;itで未整備であること
を指摘したい。もとより農地面積に恵まれていな
かったし，畑の大部分は国 1に見たように集落の
後背地に存在するが，それj:)、外にも町外も含め分
散している。水田も集落周辺にはないため，飯米
確保を目的に小規模面積の水田が町外に分散的に
求められている。
またB集落の農家の農地規模は狭|喰なため，1海
と台地」前号のK集落と異なり，畑地撃備への意
欲も弱く，整備事業が行われなかったことが畑作
振興の障害となっている。ただ
事業だけは行われたため，それを利用して，小菊
を中心とした施設菌芸農家が今日 9戸形成されて
いるが，それ以外に見るべき農業展開はない。
さらに輸入自由化の影響下で従来のムギ・イ
モ・マメ・ニンニク等の普通畑作物はことごとく
浪減した。調査農家は口々に f価格が下がってし
まって，採算が合わないJ，I日産いに出た方がま
しJと返答している。
もとより巳集落の農地は狭隆であったた
め， 1960年代においても専業農家数が少なかった
が，農家数の減少以上に農地面積が減少した(表
1及び6.参照)ため，農家l戸当たり経営耕地
面積は減少し，施設菌芸の一定の展開があっても，
農業での経済的自立の方向は見いだせず，今日 B
集落で専業的農業経営は No.1農家の 1戸にすぎ
ない(表1及び表2)。
② 就業構造の変容一一「オール兼業化j傾向一一
図3で見たように，農業のみ世帯は2戸ある
が， 1戸は高齢専業農家であり，農業後継者を確
保した専業的農業世苦は上述の No.1農家 l戸の
みで， B集落の農家はオール兼業化したと言って
よい状態である。
農業と漁業を行う純然たる f半農半漁」出帯は
6戸，農業・漁業とそれ以外の仕事を行う世帯は
5戸，両方あわせて広義の「半農半漁」世帯は11
と1970年の26戸(表 1)の半数j:)、下と減少し，
B集落の総世帯数87戸の13%と少数派となった。
農業を営む世帯数27戸の中でも「半農半漁j世帝
は半数以下に減少した。
しかし，農家総数の中での f半農半滑J世帯数
の割合は減少してきているとはいえない。 1970年
は34%，その後20%から40%と変動(統計的ぱら
つき)が見られる(表 1)が， 1999年の調査結果
は41%となっているからである。もちろん援:J主の
ように漁業経営の継承問題も農業同様困難性をか
かえているが， B集落の畑作の壊滅と比較の上で
の相対的現象か，経済不況の影響なのか，あるい
はそれ自体意外と強靭性を備えているのか，目下
不明で、ある。
(2) 漁業世帯の就業構造の変容
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したがって，漁業の技術的・経済的状況も K集
落の場合と同様であるため，その内容は「海と台
地j前号を参照されたい。
ただ近年のサザエ・ウニ類の漁獲量及び生産額
が比較的安定的に推移しているのに対し，イカは
漁獲量・生産額ともに減少傾向にある訳だが， K 
集落の場合，イカ漁と海士潟、の世帯数はほぼ関数
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3
している(図 3)。漁業は一殻的には農業以上に
専業的性格が強いと言われているため，漁業専業
世帯が皆無であることには驚かされるが，これは
上記のイカ漁の厳しさが大きく反映されているも
のと考えられる。また兼業の積類としても，今日
では農漁業以外の勤務を兼業する漁家数が狭義の
「半農半漁j世帝数に匹敵しており，漁家におけ
る就業構造の変容の著しさを感じざるを得ない。
そのことは，表4のように， B集落の漁業を営
む世帯において目下40歳未満の漁業青年は皆無で¥
あとつぎ世代は農漁業以外の勤めに出る傾向が強
いことにも現れている。
?
だが， B集落では大半がイカ漁世帯であるため，
その打撃はK集落より大きいと考えられる。事実，
調査漁家の多くが「近年イカが寄って来なくなっ
た」と回答している。漁業世帯数の激減の要因の
1つもこのあたりにありそうである。
'1怠
?
8 
就業構造の変容
一一漁業も「オール兼業化j・後継者難一一
漁家と言っても， B集落では専業j魚、家世帯はな
く，農業との兼業(純然たる半農半漁)世帯が6
，農業だけでなく勤めも行う佐帯が5戸，勤め
との兼業世帯が10戸と，農業以上にオール兼業化
② 
半農半漁世帯及び漁業世帯の車系世帯員の世代別就業の特徴表4
J 3 
母:
1 1， J 1 
父
C 2， 
65~75歳
A 2， B 1， 
続柄
年齢幅
就業状況
「農業のみJ(A)7人，
「農業が主J(B)4人で，
(11人 61%) 
就業の
特徴
???
世帯ヲ主の妻
33~64歳
Al， B1， C1， F1， G7， 15 
世帯主
F 1， 
40~63歳
C 9， D 7， 
続柄
年齢1屈
就業状況
「勤めのみJ(G)の者
( 7人)と「家事のみ」
の者(5人)に 2分化
f漁業が主J(C) 9人，
「漁業のみJ(D) 7人で
操業主体の就業者が大多数
(16人=89%)
就業の
特徴
??????
後継者の妻
23~36歳
G 1， J 1 
後継者
25~30歳
G3 
続出向
年齢幅
就業状況?????
少数事例のため
傾向不明
就業の
特徴
註:記号{土就業状況で表2参!!討。記号lこfすけた数字は人数。
は今や少数派となるに至っている。しかし，非農
漁家は集落外での就業であり，いわば夜間人口と
いう性格が強く，日常的な地域の主要産業は依然
として農漁業であり，農地と漁港が地域の主要空
間を占めていることから， B集落が今日でも依然
として農漁村ないし半農半漁村として存立してい
る点に基本的な変化はない。
6.集落構造の変容
以上のような農家及び潟、家の「オール兼業化J
並びに農家及び漁家数の激減によって， 1980年に
はまだ農家数が総戸数の 7割近くを占め，まさに
農漁村集落と言える状況を保っていたが， 1990年
には農漁家は総戸数の 3分のしそして1999年に
は4分の 1J:)、下にまで減少し，戸数的には農漁家
半農半漁未整備1:lI1'f台地における就業構造と農地利用の変容 9 
7.農地利用の変容
畑地の大半は耕作放棄一一
(1) イモ・ムギ・自給的農業から花井圏芸農業へ
の転換
呼子町は畑地率が67%(註 1)の典型的な海浜
畑作台地である。しかし町内の集落の諸条件はそ
れぞれ異なり，農業資源の過半は加部島に偏在し，
加部島では畑地造成・農地盤舗・新規導水が行わ
れ農業発展が注自されているが，町内のその他の
集落は状況が異なる。 町内の加部島以外の集落は
概して農地面積が狭隆なため，国場整備要求も弱
く，未整備地区となっている。 B集落がその典型
である。ただB集落の後背地の畑台地は区画整理
はなされていないが，新規農業用水の導水だけは
行われている。
B集落では後背地の海浜畑台地を中心に，1960
年代まではイモ・ムギを主体とした自給的農業が
営まれてきた。水田は周辺にないため，飯米時保
のために隣町への水田出作が行われていた。しか
し，普通畑作物はいち早い総入白出化の波に洗わ
れ壊滅していった。
それに代わって模索されたのが海浜温暖気候を
活かした花井栽培であった。 1つは自生物も含め
たスイセン栽培・販売であった。スイセン栽培は
露地と施設と両方見られる。その担い手は昭和 1
ケタ世代であったため，近年栽培者数・問積とも
減少傾向にあり， 1999年は5戸であった。
もう lつは小菊栽培で，これも露地と施設の2
通りでなされている。これも担い手が昭和 lケタ
世代であるため，高齢化のため近年は減少傾向が
否めない。
そして，これら 2作物の栽培には新規農業用水
が活用されている。
(2) 畑の耕作放棄の急進一一7割近くが放棄
しかし焔の区画未整備と道路の狭さ及び担い手
の高齢化によってB集落の農地利用・農業生産は
危機的状況にある。上記のように，団塊の世代及
び団塊ジ、ユニア世代がこぞって農漁業以外の就業
に就き，農業(農地利用)が放棄されているから
である。 NO.9農家は iB集落の畑で今でも作ら
れている面積はかつての3割合ではないか」と
う。図4は，聞き取り結果(表3)から作成した
ものだが，現在耕作されている畑の面積割合は
39%となり，上記農家の実感が当たっていること
に驚く。
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図4 B集落農業家の農地利用状況(概念図)
(設 1)小林'恒夫(1997)P.50参mto
8. まとめ一一「半農半漁j村と「海浜金地J一一一
今日の海浜農漁村の実態は， i半農半漁Jとい
う一言では内容表現が困難なほど変容・複雑多様
化してきている。それは就業構造が激変・多様化
してきているからである。本稿では，このような
農業・漁業・非農漁業が複雑多様に錯綜・重層化
した就業構造の実態の一端を解明することができ，
前号以上に農漁村の立体構造に追り得た。
また，狭l詮・未整備の海浜畑台地の耕作放棄の
急進という実態も確認したが，これは日本の畑地
耕作放棄(註 1)の最先端的現象の具体的一事例
として位置付くのではないかと考える。
そして結局，以上のような意味で， i海浜台地」
が日本の条件不手IJ地域の具体的一形態であること
が確認された。
01t1) 1:4三の対IJ也よ;J[:f'1卜放楽の災態とメカニズムについては[fj
:111保 (1999)PP.254-257を参J!({o
引用文献
1 .小林t~[夫 (1997) ヒJib台地における 222長経営と終 lill的 lì~~~
tzの特徴及びJl!J:l'也利用の問題点， Hu:と台地， 5， 49-62. 
2.小材、恒夫 (1999) 不良'1と漁村におけるtti魚と漁業の構造
変動 i毎とEtil，lO， 1 15. 
3. El:I保(1999) 小Lllfij地域のごi地資iJ;i管J!IW.lj怒， 1公知1保
議fi者， 'IIJIII]の定住条件と地域政策， I1本経済誌論担， 251 
-271. 
